
１、活動テーマ

＜テーマ＞

＜活動内容＞

・保育室で行う。

・ミニハンマーを手に持って「どこをたたいてみようかな」と考えな

がら室内を歩き、決めた場所や素材を叩いてどんな音がするのか耳を

澄まして聞き、友達や保育者にどんな音がしたか、気付きを共有す

る。

・子ども達は初めて見るミニハンマーに興味津々だった。「部屋にある色々な

物をたたいてみよう」と保育者が話すと、今まで叩いたことがなかったので驚

き、わくわくしている様子だった。

・どこを叩いたらいいのか迷ってしまう子どももいるのではと思ったが、皆叩

いてみたいところを自分で見つけ、楽しそうに叩いていたので良かった。自然

と友達とどんな音がしたのか共有する姿も見られ、年長児らしい姿だと感じ

＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり＞　　　とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・ミニハンマー（木づち）　・段ボール　・牛乳パック

・室内にあるテーブルや椅子、玩具の箱など

４、探究活動の実践

子どもの言葉・姿 写真

・（保育室にあった段ボールをたたいてみ

る）

・「ドンドンドンって音がする！」

・「横の部分を叩いたらどんな音がするか

な？」

・（牛乳パックをたたいてみて）

・「ここを叩くとコンコンコンって音がする

よ。」

・「僕はトントントンって聞こえたよ。」

（保育室にあるテーブルの脚をたたいてみ

て）

・「キンキンキンって音がする！」

・「すごい高い音がするよ…」

（最後に皆の前で発表をする）

・「僕はあっちにある椅子の手すりをたたい

たよ。」

・「チョンチョンチョンって音がしたよ。」

５、振り返り（振り返りによって得た保育者の気づき）

・自由遊びの時に段ボールや牛乳パックなど身近な素材を使って製作

を楽しむ中で身近な素材に興味を示していたので、今度はミニハン

マーで叩いてみて音に興味が持てるようにした。

２、活動スケジュール

・保育室にある色々な物（テーブル、椅子の手すり、玩具の箱）や身

近な素材（段ボールや牛乳パック）などを、ミニハンマー（木づち）

でたたいてみる。

３、環境をデザインする（活動のために準備した素材や道具、環境設定）

年間テーマ 音の探究活動

ミニハンマー（木づち）で室内の色々な物をたたいてみよう

＜テーマの設定理由（子どもの姿）＞

園名

活動日時

草花保育園

令和7年1月23日(木)

クラス名（年齢） ばら組（5歳児）


